


写真家になりたいという学生がいれば、学芸員を目指す学生もいる。
芸術学科（芸学）には“発信者”という共通点を持ち、
様々なジャンルの夢を持った学生が集まっている。

今回、異なる学年、入学方法で入学し、学業以外に様々な分野で活動している4人が集まり、
「芸学」の意義を考えるための座談会を行なった。

芸学生はどんな思いで多摩美術大学芸術学科に進学したのか。
一人ひとりが考える将来についての語りが、芸学、多摩美での学びから紡がれる。

そして「伝える」ということはどういうことなのか。
芸学の特色の一つであるこんなキーワードにも話は及んだ。
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多摩美術大学芸術学科
〒192-0394
東京都八王子市鑓水２-1723
URL: http://www.tamabi.ac.jp

芸術学科に関するお問い合わせ
TEL : 042-679-5627
FAX : 042-679-5649
E-mail : geigaku@tamabi.ac.jp
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　本来、現代美術の立体作品に対しては「オブジェ」という用
語を用いるのが普通だが、この記事ではその語源である「オブ
ジェクト」という言葉を採用した。というのは、美術作品もオ
ブジェクトすなわち〝物〟であるという原点に帰って作品と向
き合うことを考えたからだ。
　一方で芸術はただ〝物〟であるだけでなく、「制作者の中にあ
る思想や感情等を、産み出した作品に反映させたもの」という
側面を持つ。この記事で取り上げた作品群もその例に漏れない
ことが、キャンパスを歩きながら調査することで実感できた。

なぜ「オブジェクト」なのか

13：作者不詳　猫らしき彫刻

15：作者不詳
向き合う二つの椅子

14：作者不詳　石のベンチ

16：作者不詳　
動物のような石

10：リチャード・セラ
《反転し合う直角、へクサグラムの基礎版を取り囲むために》
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11：竹田光幸《走り行く手》

17：建畠覚造《Piled Cone》

12：中井延也《暁》

　世の中には、何気ない「オブジェクト」を芸術として昇華さ
せた作品もある。男性用の小便器を寝かせて展示することで美
術作品にすることを試みたマルセル・デュシャンの《泉》は、
その最たる例である。しかし、外観の裏側には、既存の美術界
の転覆を図るような革命的な作家の思いが潜んでいた。ここま
で極端ではないにしても、「オブジェクト」に向き合ったとき
に作り手の心の中を想像してみるだけで、鑑賞者の心の中も豊
かになる。興味が湧いた方はぜひ、本誌を片手に、八王子キャ
ンパス内を歩き、それぞれの「オブジェクト」との対話を試み
てほしい。

多摩美
オブジェクト
図鑑

1：伊東豊雄
《多摩美術大学図書館》

2：関根伸夫《空想》

3：長澤英俊《TINDARI》

5：関根伸夫《思想の石》

7：建畠覚造《オルガンII》

4：関根伸夫《丸と四角》

6：関根伸夫《大地のベンチ》

8：工藤健
《懐かしのマンドーラ》

9：五十嵐威暢
《Dragon Spine》
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